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総合的な土砂管理とは

「総合土砂管理」とは
山地から海岸まで土砂が移動する場全体を「流砂系」という概念で捉え、流砂系一貫として、総合的に土砂移
動を把握し、土砂移動に関する問題に対して、必要な対策を講じること。

「流砂系」とは
最上流部の山腹斜面から海岸の漂砂域まで
の土砂が移動する場全体をいう

土砂移動に関わる課題の例
土砂生産域（山地） ：大規模な土砂生産・土砂災害など
ダム域（貯水池） ：堆砂による機能低下など
河道域（河川） ：河床上昇による治水面への影響、河床低下による

河川構造物への影響、
河床材料の粗粒化による環境への影響など

海岸域（海岸・港湾）：海岸侵食、土砂の堆積による港湾施設への影響など

【出典】 国土交通省HP（http://www.mlit.go.jp/river/sabo/sougoudoshakanri/sougoudosyatowa.pdf）をもとに編集
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総合土砂管理の法定計画等における位置づけ
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総合土砂管理の考え方を示した報告
河川審議会 総合政策委員会 総合土砂管理小委員会の報告
【平成10年７月答申】

「河川審議会 総合政策委員会 総合土砂管理小委員会の報告（平成10年７月答申）」において「総合土砂管
理」の考え方が示され、その後、様々な法定計画等において、総合土砂管理を推進することが示されている。

総合土砂管理を推進することを
示した法定計画等
【現行計画における位置付け】

【 】

国土形成計画
【 】

海洋基本計画
【 】

気候変動の影響への適応計画
【 】

河
川

山地の崩壊や土石流などの災害

土砂の流出

海 海岸における
砂浜の減少

川に土砂が溜まる
ことにより氾濫

ダムの下流に土砂
が流れてこなくな
り環境が変化

ダムに土砂が溜まって
水を溜める量が減少

山地

海
岸

ダ
ム

総合土砂管理の考え方

総合土砂管理：
「流砂系」の全体で総合
的に対策に取り組む

当面推進する施策：
モニタリング結果に基づ
き、「土砂を流す砂防」、
「ダムにおける新たな土
砂管理システムの確立」、
堆積した土砂を侵食傾向
にある河道、海岸に活用
する「流砂系内土砂再生
化システムの構築」等



総合土砂管理計画の策定状況

3出典：国土交通省WEBページ

■ 現時点では、総合土砂管理計画等が１０計画策定されている（下図に赤枠で表示）。
■「総合土砂管理計画策定の手引き」に基づいた検討が進められている。



総合土砂管理計画の内容
■総合土砂管理計画では、土砂の流れによる問題について、流砂系全体で対策に取り組むことによって解決する
ための方針や、対策の方法を検討し、以下の①～⑤の内容を定める。

対策の例

④土砂管理対策
土砂の流れによる問題への対策と
して取り組む内容を設定する。

①目標通過土砂量
各地点において流す土砂の量に
ついて目標を設定する。

河川

海

山地

海岸

ダム

森林整備による
土砂流出の抑制

砂防施設・治山施設
などによる

土砂流出の抑制

川底に溜まった
土砂の除去

ダムの下流へ
土砂を流す対

策

河口付近の土砂を
海岸へ運ぶ対策

②管理基準
川底の高さや砂浜の形状などに
ついて、どのような状態にしていく
か指標を設定する。

③河川環境改善方策
（物理環境指標）

土砂の流れによって、川の環境
などをどのような状態にしていく
か指標を設定する。

⑤モニタリング計画
山地から海岸までの土砂の流れの状態や問題が発生していないかを確認する方法について設定する。
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総合土砂管理計画策定に向けた検討項目
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■ 総合土砂管理計画の策定に向けて、主に以下のような検討項目が必要となる。

○ 総合土砂管理計画のための調査
○ 流砂系の現状と課題の把握
（１）流砂系における各領域特性の把握
（２）流砂系における現状と課題の把握
（３）流砂系が抱えている課題の要因整理

○ 土砂管理目標の設定
（１）目指すべき姿の設定
（２）土砂管理目標の設定
（３）土砂管理指標の設定

○ 土砂管理対策の検討
（１）土砂管理対策メニューの抽出
（２）土砂管理対策の決定

○ モニタリング計画の検討

■総合土砂管理計画の検討・策定における参考
・総合土砂管理の推進と計画策定の手引き 第2.0版【本編】

Integrated_Sediment_Management_Guideline_v2_0_Main.pdf
・総合土砂管理の推進と計画策定の手引き 第2.0版【別冊１】

Microsoft Word - Integrated_Sediment_Management_Guideline_v2.0_Appendix1.docx
・総合土砂管理の推進と計画策定の手引き 第2.0版【別冊２】

Microsoft Word - Integrated_Sediment_Management_Guideline_v2.0_Appendix2.docx



総合土砂管理計画策定の取組ロードマップ（標準型）

6出典：国土交通省HPより



具体的な土砂管理対策の事例（那賀川）
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■那賀川では、領域ごとに様々な土砂の流れが引き起こす課題が混在しているため、山地から海岸までの土砂の
つながりを踏まえて総合的に解決する取り組みである総合土砂管理を進めることが必要とされており、各領域
を管理する関係機関が連携して取り組む必要がある。

出典：那賀川河川事務所広報パンフを元に編集



具体的な土砂管理対策の事例（那賀川における土砂還元の取組）
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長安口ダム下流河道への土砂還元の状況

平成19年～令和4年の土砂還元量および置土流下状況

平成29年～平成30年・令和2年～令和3
年は改造事業に土砂利用 ※土砂還元量・置土流下量の

累積値には、長安口ダム改
造事業の工事用仮設道路と
して使用し、出水時に流下
した土砂量を含む

年度

令和5年度

○長安口ダム下流河道では、河床低下対策や河川環境改善を目的として、平成19年～令和4年の16年間に約1,700千
m3の土砂還元を実施している。

出典：那賀川水系 河川整備基本方針検討小委員会配付資料抜粋



具体的な土砂管理対策の事例（那賀川：土砂還元による河川形態の変化）
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平成29年
空撮写真

小計橋

○川口ダム上流区間では、長安口ダム下流3.0km付近において、土砂還元により淵であった箇所に瀬や砂礫河原が
現れ、緩やかな淵では大きな粒径と小さな粒径がモザイク状に分布する等、多様な物理環境に変化。

小計橋

小計地区
長安口ダム下流
3.0km付近

平成21年
空撮写真

置土の礫到達前

粒度分布比較

置土の礫到達後

長安口ダム

川口ダム

置土

小計地区

横断図比較

約5.8m堆積

河床の状況

平成21年度

平成21年度

平成29年度

河床の状況

令和4年度

河床材料
調査箇所

河床材料
調査箇所

小計地区
長安口ダム下流
3.0km付近

出典：那賀川水系 河川整備基本方針検討小委員会配付資料抜粋



総合的な土砂管理に関するWEBサイト
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https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/dosyakanri.html


